
防 虫 科 学 節 34 巻-IV

綜 t 説

FeASibiHtyoEInsectControlbytheUReOfSexPheromones.ShozoTAT(ATTASfTt(Pesticide

ResearchTnstitute,CollegeofAgriculture.KyotoUniversity,Kyoto.Japan).

昆虫フェロモンを利用した寄虫防除 純絹H三三 (jJ'く榔大平既.下部出灘研'jt触.牧)

1. は じ め に

昆虫は,同和の他のnlTa体との情托伝達 (communi･

ca.tion)の一手段として,化学物質を班用しているこ
とは,よく知られている.化学物矧 こよる情報伝達に

班われる物質がフェロモンとよばれている.フェロモ

ンのうちでも市はに交尾にやくような化学物Tf.例え

ば.メスのJJl略する物矧 こ刺放されて同和のオスに交

Till-J動をJtdさせるようなものを矧こ牲フェロモンと呼
んでいる.したがって,移動し始め.さらにフェロモ

ンに近づき,近接地城内での行動を起し,交Fiを何問

にする一連の刺激をおこさせるものをいう.本桐では

新しいEILJl･虫防除法として性フェロモン (その多くは,

メスが分泌してオスに交尾行動をおこさせる)の利m

が叫ばれているのに,どうして実用化が進まないので

あろうかというr.lq血を小心にして,その実際利Tr]の丙

について検討を加えてみたい.

永年の殺虫剤の班用により.かえって出作物に多大

の虫苔が発生し.大きな経折的机火をこうむった例は

いくつかある.この原因は,出光がある特定のfl.JZ虫に

だけ作用するのではなく.いわLO)る1燕Z三別攻喋をする

ため,戯TsLLi闇系に)｡J.変をきたし,天敵などをもまた
殺す糸Ji一架をもたらしたためであろ.このPFJ血を克服せ
んとして,打合rlJJ'除法 (integratedcontrol)が脚 .rl

されている.これは可他な限りLL:物.化'IP.物Fl!的'方

班,栽培法などのすべてあるいは二つ以上のJJJ法を組

み合せて.おのおのが11川ほ れた以上の綜合効米をも

たらそうとするものである.綜合防除法においては.

生物的防除法が巾心になるべきであるが,効果を拡大

するのが選択性薬剤の班用である. この選択性薬剤と

は111に哺乳Flと節足動物との関の選択性にとどまらず

にさらに節足正朋勿問の選択性をも閃皿にするのであっ
て,現行の殺ill剤には多くをIU]才!iできない.その山で

は,昆虫のフェロモン,ホルモン,忌ひ札 公印即lH･
瓢 不妊剤の研光に大いにJg11!jされてよいし.打付rJj

除法の中の化学的手段として.7Tは な化r亡を暮!iめるで

あろう.
1

2. 昆虫の性フェロモンによる情報伝達に影印を

与える話因子

多くの昆虫は,性フェロモンによって,交尾に必要

flI.'相 伝過をし.f･T旧 を伽Lll'･してきた.この惜報伝道
はそのf･TtにltT'1定したrJ動であt).本紙的なものである.

もし,これを人為r伽こ乱すことができ.1血 は,'それに

とって代ろ-1･･段を班うことができないならば,チ芋虫防

除に利用することができるであろう.入れ的にこの班

の惜和伝達を乱す手段を考究するには.まづ性フェロ

モンによる情報伝道に雄哲を及ぼす生別的因子及び環

暁因子を耶明していくのが良い手段を兄いだす道であ

ろう.

Jl.性フェロモンによる情糊伝道に史U㌍する生理的因

子

(i) 令と性フェロモン![三pTl:硫:用山の 1胴体全休あ

るいは性フェロモンJJJさ削1,'Jをhむ托dlの休の一部を拙

LIル て,和々の比rLtを行71い.フェロモンの生三超_rLtを
抑定している.カイコについては,すでに羽化5口前

の矧 こ牲フェロモンの-ll-･[仁がみとめられ.羽化時には

粒7.-dfritをもつことが飼主/Lt'(されている1). ヤガについて

は.羽化後2｢1以内にたいてい交FiL3rlH以内に殆

んどが作内に空事一つ卵をもっていろことが槻黙されてい
,.Jt).

(ii) 介と矧YLr.I:/Jlさ路脱にTl:-托する払 拭密にいえ
ば州仙 できたIltは.火IJ郡に摂Ĵt小に発ITtされろ丑とは

いえない3). メスがオスにf正応をおこさせるために,

どのくらいのIltをどのJ:うな柑[耶Ⅵ閑で発散している

のかを,各印の1舶 1について知る必要がある.これに

よって適切な発散Iaの潮位を人工的に行なうことがで
きる.生産されたフェロモンがすべて腺に貯わえられ

るのではなく,前駆物質の形で貯わえられ発散時にフ

ェ占モンの形になることもあろう.このことは,カイ

コ.COdlingmothについて,遊離型のフェロモン,

-iru那物Tiとしての結仰望フェロモンをそれぞれIl咽E.

起れすろことによってホされている1).

(iii) 竹と作フェロモンに対する山 L::矧 托された仕

フェロモンに.オスが一･7;T･L...1いT.感受作を示す時Jg]はい

つか.イラクサキンウワバcabbagelooperのオスで

のTf'班与では.判 ヒ役1-2n｢lに出 も;-..a-い感受性を示
す8). このことは,羽化後2rlllに約んどが交尾する
こととよく一流していろ.

(iv) フェロモンtL縄rlt及び感受性に及ぼす交尾の影

響 :交尾したメスでは処女メスよりもフェロモン生産

昂が少ないとかオスではフェロモンに対する感受性が
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劣るということは一生に多数回交尾する昆虫,-度し

か交尾しない昆虫によって異なってくる.交尾したメ

スは,オスをもはや刺激しない柾塀は一生に-度しか

交尾しないものに多い.マイマイガgypsymothでは

一生に●一度だけ交尾し,交尾後はオスを誘引しない6'.

Cabbagelooperでは,羽化後一夜に一皮数日間にわ

たって交尾するが,交尾してから3時間後のオスと末

交尾のオスについて室内でのフェロモン感受性試験を

すると,TITJ者は後者の104倍丑のフェロモンを要する

という6). スジマグラメイガを交尾させてから.1時

間矧 こメスを抽出してそのフェロモンの含有虫を調べ

ると4.-5時間後から急激な減少がみられ24時間後に

は消火していたという結果も報告されている7).

(V) フェロモン発散とホルモンのBg係 :フェロモン

の発散をアラタ体ホルモンが制御しているということ

が,ゴキプ.)などについて災験的に示されている1).

成虫期の知かいヤガなどでは羽化後すぐ交尾するもの

が多く,ホルモンによる制御は認められないが,成虫

期の長いゴキプ.)などでは性周期がホルモンに制御さ

れていると考えられている8).

(vi) Circadianrhythmの誰哲 :Circadianrhythm

の孤独 ま,フェロモンによる行動がいつ起きるか,い

つ防除上の努力をなすべきか,近緑柾が生机上どのよ

うにして他班からrT･.i耶されているかなどの問題を知る

上からI7TEAiなことである.

フェロモンLL超血とcircadianrhythm のBg係は,

7柾のヤガについて調べられた.羽化後3,4日後の成

虫メスの脱のフェロモンの矧ま24時間のうちで変動し

ないことが見山された.このことからは,生産正に

circadianrhythrnの膨甥がないとみなされるし,成
虫は或る一定JlとのフェロモンをJIl'fに貯わえているとい

える恥.しかしフェロモンの発散iiiはcircadianrhy･

thm によって調節されており, オスが メスに近づく

時間が昆虫の種Wlで一定していることでもわかる. こ

れは一日の明描暗糊に同時調盤された1)ズムである.

一方,オスのフェロモンに対する反応とcircadian

rhythmの朗係を調べるには,12時間明期,12時間暗

脳下に伽ちメスの抽出物などを班って,暗期下でのオ

スの反応を湘べる.ヤガでは初めの暗期5-6時間後

にオスがlrb-L､I･感受性を示し,その24時['"J後に次の感受

性をホすlI判別が米るが.I.15受比は初めの約･ll/･･分に低下
する○).

(vii)性フェロモン感受性に対する噸応(adaptation)

の影響★:種々の昆虫において.性フェロモンに一皮

*Adaptationを "帆 E;"と訳したが,必らずLも

通碓ではない.ここで班うngi応には,知覚の鈍化

という意味を含んでいる.
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さらされたオスは,再度のフェロモンに反応を示さな

かったり,反応しても非脚 こ高氾皮を要することが観

察されている.これは一挺の噸応によるものと考えら

れている.昆虫の楳矧こよっては,この効果の持統す

る時間が24時間以上のものもあるが,比較的速く感受

性をとりもどすものもある. この生理現象が性フェロ

モンを防除法に使用できる根拠の一つであり,室内テ

ストを計画する上にも韮要な点である.Shoreyらは,

ヤガについて次のような実験を行なっている10).例え

ば10匹1組の cabbagelooperの オスの90%以上が

反応するようなフェロモンの深度をもった空気 (2×

10~12g/I)を5分間与えて,30秒毎の変化をみると放

初の30秒後には70%の反応率で,1分後には80,%の奴

高値を示し,漸次減少し4,5分後には30%におちる.

もう一つの実験では,予じめ30秒間10~7gのフェロモ

ン (約0.1匹相当丑)にさらしたオスの cabbagelol

oper(10匹1組)の10分,30分,60分後のフェロモン

に対する反応を BR80+'で示すと節1表のようになる

ち).この表から60分後でも,無処理のBR50の10Li'子''lt

を要することがわかる.

邦1表

1017gのフェロモン施与後
の時間 (分)

10
30
60

3xlO19

4×10~11
6×10~11

無処理 6×10-12

このような頓応は,感'jl竹富のレベルで起っているも

のと考えられる.このことは,EAG(electroanmte･

nagramm)を放って火映もされているが,数秒から

1分以内ですでに恢配した反応を示すH).

ヤガについては,室内生物試験に班川できるオスは

羽化後2日日からで.しかも同一個体は-Hに一皮だ

け城川するのが正確な方法である6･9).

このようなIrg7応の現象がcabbagelooperの交尾活

動を班げていることを証nj]する実験が報告されている.

2I)ットルの密閉した容器にcabbagelooperのオス,

メス各10匹づつとじこめて,種々の渋皮のフェロモン

を加え,翌糊メスの交尾鳩 (bursacopulatrix)に約

也 (spermatophore)が存在するかどうかを1.3IBベる.

その紙知を節2出に示した12).

**BRLひくBiologicalResponse50);1グループの

50,00'のオスに反ALE:をおこさせるのに要する薬物Iit.

反- ま次式で求める二-(A;opt)B!g･ここで R;
試料にさらして15秒,30秒後に反応したオスの故

の平均値.B;試料にさらす前にすでに反応して

いる数.
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郡2出
加えたフェロモン(/Lg/I) 交指した放く%)

0 18
5 24
50 2

500(すべてLt化しなかった) 0

このようにlti汎tB:の性フェロモンIilt'Ĵ(の,ll-･lJ三下では.
交厄で班げられることが,火映公的に成功している･

この野外試験については.後述する.

B.性フェロモンによる情和伝達に雄坦する環境因子･

種々の昆虫について,一年のうちいつ頃発生し,い

つ交尾し,それに自然条件がどのように雄岱するかを

槻賀げ ろことは,性フェロモンの室内テストの良い条

件を見つけだしたり,野gryJ'除を突如する上でjTはな
ことである.

(i) 航速のWTl:多くのl血 tがIT.の anemotaxis
(Jk凪性)を示すことが知られている.昆山が性フェ

ロモンを含有した夙に向うときの風速に泊正な速さが

あるに迎いない.例えば,ミツバチでは0.5m/sec･の

凪がないときには性フェロモン酷に誘引きれないとい

う13).また,数和のヤガについてその三言内テストで

5J/min.が適正な空気の流れであることが判明してい

る‖).いづれにせよ これらのことから正椛なBJ;内で

の生物テストを行なうには,その班の昆虫について適

正な風速をみつけねばならない.

(ii) 気温の脚IT･3:ある弘1度以上 あるいはある況皮
以下では性フェロモンに対する感受性を火ってしまう

ことが知られていろ.しかし,これは発散するメスの

川に克t籾 があるのか.オスの[･B受性白身の低下かを見
Gr
柁めることは囚封主である.

(iii) 相対iTIJkTRの雌甥 '･'iit氾が通氾ならば,相対氾FR
の膨聖劉ま小さい.

(iv) 光度の誰甥 :夜行性の昆虫は.明るさによって

性フェロモンに対する感受仕が阻告されることが,コ

キプ･)などで観察されている1即.ヤガでも.同様なこ

とがみられ 0.3ルックスでの生物試験では性フェロ

モンに対する感度は,一万倍の差がある6).結局,ヤ

ガの生物試験には嗣月時のnj]るさに相当する0･3ルッ

クスが適当とされている.

3. 昆虫の性フェロモンへの定位 (orient暮Ition)

のメカニズム

生きているメスそのものあろいは.メスの拙.Hl物な
どの性フェロモン掛こ対して,ある抑脈からマークを

つけたオスを放して,到適すろ数を祝賀くして何キロメ

ートル誘引きれたという報告がある18).この方法では,

果してどれくらいの距離を畔に飛期し,どれくらいの

抑桃を性フェロモンに刺仇されて飛期したかを見極め
るのが那しい.トラップの.illirHこは,風向きを考慮し
なければならないことからあるbll.即は.Illに夙に向っ
ての刀を糊であろうと･J:･えられろ.氾近SHでラベルし

た Bombykolによる火映でカイコのオスの50,%を刺

汲するj加>'5cm耶れた1匹のUmこあたる爪を求めて
いろ.それによると1木のアンテナ当f)14,WO分子以
下であるという17). このように微.ritの Bombykolで

-R分利汲できるが,全く防止した空Lt小でのカイコの

フェロモンに対する悠J2比はあまり放くはない.

従って,ここでは近距郡内での定位のメカニズム,

遠距離の場合の定位と二つにわけて.考察してみる･

(i) 近距離での定位 :化学物質の渋皮勾配が空気中

で均一に同心円を描いて広がっていくような状暦はあ

り和ないが.もしあるとすればこれを外側から感知し

て物J'7riWiに到過すろのが17.のChemotaxisである.し

たがって,このような出仕で,昆虫が班フェロモンに

.獅 tされる和郎は恐らく放cmから放mであろう.飛
糊力のある昆山あるいは羽ばたく昆dlは.フェロモン

河のまわりを飛び糾ったり羽ばたいて触りながらさら

に近づこうとする .これがいわゆる Hダンス"であっ

て,これにより空FAの流れを前-JJ-J:り役-JJ'へおこして,

アンテナによるE･B知をしやすくしていろ川).

(ii) 遠距離よりの近位 :1毛虫がtl=.フェロモンに泣位
するときは,必らず風下よりは近するという.この空

欠の流れに向っていくのが正の anemOtaXis(光風

班)である.はじめに作フェロモンに糾汲されるが

(正の chemotaxis),正位していくのは,机上に対し

てであって,決してフェロモン畔へではない.したが

って,フェロモンh'王への到過にはジグザグのコ-スを

たどることになる11).

4. 性フェロモンによる亨虫防除法.

性フェロモン利用の防除法には,現在大別して二つ

の方法が考えられている.その一つは,召虫の発生状

況調充であり,その二は,昆虫の性フェロモンによろ

行動を制御する方法によろものである.

A.発生状況Iuはf.生きていろメスそのものや.オス
の拙tll物あろいは化学桐山の､Fllっているものについて
は,介JRLT:フェロモンを誘引gl,'!としT=トラップを班

IT7して'JI山を川tlLしその発di放,地城を知ることがで

きる別段r粥では.流出数の多いと判った地域のみに殺

虫剤のJ'別けを計耐できるし,発iLi数の調光を続けた結

-栄,経折上にU超となる数にまで相加したとき,はじめ

て殺虫剤の散布をしてもよい.さらに,捕捉数から次

の世代に達するであろう個体数との相関関係が判って

いるときには,次期の防除対策をねる上に非常に有利

な手段である.
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ここで, トラップを設置して,果してどれくらい捕

捉できるか,あるいは捕矧こ彩響する因子にどのよう

なものがあるかについて.項を改めて考察したい.

B.昆虫の行動を制御する方法.この方法の根本は,

昆虫個体間の情報伝達をいかに制御するかということ

であろう.これには,自然で性フェロモンを発散して

いるメスと斑filできるくらいのフェロモンをトラップ

から人工的に発散して,オスを捕捉する方法,生きた

＼メスが労政するフェロモンを･オスが感知できぬほど
の試此度のフェロモンを人工的に発散する方法の二方

法が考えられる.前者には,トラップが必要で後者で

は,トラップは必要としない.

(i) トラップを班用する方法 :発生状況調査の場合

と同様なトラップの使用が考えられる.粘着剤の班用

によってオスをできるだけ多く捕捉して,その野外の

個体数を減少し交尾できないメスを多く残すという方

法で中る･この他に,フェロモンの作用に好響しない

ような揮発性の殺虫剤を放って誘殺することもできる･

しかし,効邦を拡大する方法として,トラップで捕批

後に不妊剤を与えて,また野外-戻す方法が考えられ

る.これによって.効果を増大することができよう.

ここで不妊剤の班用がフェロモンに対する感受性に克担

蛸を与えていないかどうかを確かめねばならない･こ

れについては,tepaの入った餌を食べた cabbage

looperのオスのELB受性がおとろえたということが報

Lbされている20).しかし,オスに tePaをスプレーし

たときには,柑 こ変化はみられなかったという.この

点については,桐々の昆虫について,実際化の前に充

分枚討する必出があろう.

トラップ班用の防除法は,柾々の利点があるとして
試みられているが,残念ながら成架が上っていない.

その一つの原因に納品の性フェロモンを班用できる害

虫の種獄が少なかったことがあげられろ.生きている

メスを誘引碇にするときには,一日のある時間描あ;:n

いは,ある自然条件下でのみフェロノモンを発散し,そ

れを制御することは難しい.しかし,純粋なフェロモ

ンを班い.議発員の調節ができるならば,ある程度い

つでもトラップに誘引僻として使うことができる.し

たがって,適正批艦を'il;Lsに保って,野外のメスに'粥に
打ち勝つようにエ火する必JAiがある.しかし,試すぎ

るときには,irUJTrに述べたllui応によって,トラップへ

の接近が乱される.このことについては,トラップの

デザインを工夫することによって,ある程度祁われる.

性フェロモントラップにblacklightを併用すると,

それぞれ単用の場合よりも約20倍のヤガのオスを誘引

できたという報告が三ある21). フェロモンの刺政が

blacklightにさらに接近させる作用をしていると考

えられる.次期世代を城少させる目的でのこの トラッ
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プの披用は,有効な手段であろう.

(ii) トラップを使用しない方法 :ある桜の性フェロ

モンをその発生数の多い地域にかなりの商況皮で保つ

ことにすると,それに対してオスは,どんな行動を示

すであろうか.至る所にフェロモンがあるために.メ

スの自然に発散しているフェロモンW!を感知1できない

のであろうか,あるいは一旦フェロモンを感知すると

順応がおきてある時間,同程度の浪皮のフェロモンを

感じなくなったり,ある時間後に,非常な高氾JRにや

っと感知できるようになるのであろうか.フェロモン

の防除への利用という見地から,メスの自然に矧孜し

ているフェロモン源を感知できなくなるという考え方

は,オスのこん迷 (C()nfusion)にその原因があろし,

高泊皮のフェロモンにさらされたために,メスのフェ

ロモンを感知できなくなるという考え方には,オスの

収応 (adaptation)または抑制 (inhibition)という

焔因をあげることができる22).唄応の現象については,

Shoreyらによって,ヤガを用いて詳しく実験され,

こん迷によ るという考 え方の誤りが指摘されてい

る10,23)

ここでは,まづ報告されている野外試験の例をあげ

てみる.その一つは,ニュー･ハムプシャー州のある

湖の中の400エ-カ-の畠のマイマイガゐ防除の実験

である.Gyplureの披剤あるいは粒剤を空中散布した

が,オスの交尾活動には,何らの膨班を与えなかった

という.実験の詳細は不Lyjなので,その原因を推論す

るのは困難だが,散布したgyplureの砿法度が低すぎた

のではないかと考えられる24).もう一つの例は,柄カ
リフォルニアで,cabbagelooperについて行なわれ

たものである.この野外試験の松拠は.火映尖でのnn

応試験である.種々の出作物が栽培されている地目で

600メートル離れた互いに塀似している地形の27m2の

2つの地区で火映が行なわれた.一地区には,仙上l

メートルに3メートル間隔で100カ所に200′J(約17

mg)のフェロモンの入った小容舘 (高さ0.5cm,坦従
2.5cmのステンレス製)をおいたこの地区の中心に10

匹のメスを入れた円筒型トラップ (LB径11cm,Li亭

64cm,三等分して真申にメスを入れる)を故Tnした.

もう一つの地区には,フェロモンをおかずにメスの入

ったトラップのみをおいた.フェロモン故山区と非設

'n区は一日矧 こ収替えて,4日目に10/Jのフェロモン

を各容掛 こ追加した.1週間合計すると,フェロモン

設'B区捕捉数Oであったのに,非設fPB区では102匹の

オスを捕捉した10･23).この間.気温の変化は21oCか

ら9oCにわたり, この氾T兜では1容黙当り,40-110

/Lg/hrで茄発している. この平均値を60FLg/hrとす

ると.1ヘクタールでは82mg/hr(25mg/acre)であ

る.一晩に8時間使用したとして,0.6g/hectare出
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し.1シーズン100校で108hectareに桃川するとし

て.6×103kgで充分ということになる.化i?物のIlt

抑こもLkろが._rJt的には少なく,維折的なlIJJ一除法であ
ち.

今後.I.,:J駕発班ilTtを考察すること,交尾行動をTltf外で
抑制するに'出するフェロモンの艮低氾皮をク11ること.

野外のメスのフェロモンの発散速度を知ることによっ

て,より一層この防除法を確立できる.

C.トラップの稲造について.前述のAあるいはBの

(i)の方法には, トラップが必要である.この トラッ

プの効果は捕捉数に大きく雄やする.今まで妃も多く

使われてきたのは,程々の円T.Bで内部にフェロモンを

おいたものである.Cabbagelooperの野外試験には

-LEi径11cm.良さ64cmの円筒で,これを3区分し巾

火にLLiきているメスあろいはフェロモンを入れ 両糊

の内Blllに粘れ刑を星粂祁したものである.しかしながら.

その捕捉数に変動が大きいことからトラップの川辺の

枚封を行なった25).従来の円問1喋lI.トラップは,瀧田場

所の風の方向に平行に配粒した.しかし,一夜のうち

に風向きが一定していないために,捕捉故に膨J'i3する

のではないかと考えられた.種々の型の トラップを比

較検討した結∃札 2枚の円板をあるrLTn附でlB促 し,そ

の下板の中心にフェロモンをおく型がもっとも村効で

あった.このRU.では.あらゆる方向からトラップに侵

入できるので.一夜のうちの風向の変化に形甥を受け

ない.例えば田従60cmで2枚の板の間Ⅰ絹4cm,二両

の内8tlJに StickemrOを牲布したものは,従来の円筒

型の10I.:子の捕捉放 く一校で約80匹)があったという.

このように.トラップの考窮がTln捉毅に大きく好守す

ることも-Jc'JJI巧はする必Riがある.

5. 性フェロモン利用の防除法を実際化する

際の間EE点

(i) 発生状況調充にトラップを班用するにしろ, ト

ラップを班用しないオスの唄応による告虫防除を行な

うにしろ,性フェロモン腺の粗抽出物よりは,純粋の

フェロモンの使用がより有効である.このためには,

昆虫の大東人工飼育,フェロモンの拙ELI.桁製.化学

桐姓の決定.合成という過程を経なければならない.

抽出のためのメスは,はたして処女メスが必ilAtなのか

ということは.火Jlt朗(郎!)の糾す州 別の-31ノJを研く上
から,予じめ検討しておくことが必公である.

(ii) 性フェロモンは,li山によってどのくらいつく
られ,あるいは貯わえられ,どのように分事拓されるの

であろうか.特に1日の何時札 どれくらいの貝が発

散されるかということの節明が式要で.これによって

地m適丑がきめられる.

(iii) 性フェロモンの利用は,かなりの広域にわたる

ものと巧えられる.しかもトラップを蚊用しない噸応

による似合には,一江畑地に.一光時r札ある渋皮の
フェロモンを伽持しTJ:ければならない.この点,金地,

谷口口の一部という地形のLm苛や帆の仇;,甥が大きい.天

川化の手始めとして,ガラスー_1',:やビニールバウスにお
けろ戯け壬への利川がPl･えられる.

(iv) 鮎川の判式はどうするのが山 ､か.PLl絹式.粒

状J'iJMlJ'.;,:JIf:発拭手のul川があげられるが.如IT]時肌 爪.
卯IRを検討しなければならない.

6. 性フェロモン利用防除法の利点

現在,殺虫剤に要求されている特性は,拙い殺虫阻

人畜に対して低寿性,低残留詔性,･選択帆 低拭抗性

であろう.これらの点について,性フェロモンはどの

ような位田を占めるであろうか.

1竜山が同種関のIII印伝適に班用するフェロモンは.
微Ir請であり,おそらくnln乳刑に対する炎熱 ま無視でき

ろのであろう.しかし火川にVもする伯では.どうなる

かについては-RJJJ検肘せねばならない.

牲フェロモンのトラップにオスを:f5引し,これに何

らかの方法で,不妊剤を与え.また野外へ以して日出
防除の効果を拡げろ方法については.不kl:刑の行方.

そのatii告についての検討が必illiである.

現在まで知られている性フェロモンの性Tlから恭敬,
分解して残貯i!3位の止すろ可能性は少ない.また閉じ

殺虫剤を班いつづけT:ときに.lEf抗性をもった系統の

生れてくることが知られているが,tl:.フェロモンでは,
その可舵性はないといえよう.

性フェロモンは.研和邦比が非7;'Eに71すく,昆虫の孤
封によって.化判♪拙 も舛なっていろ.しかし,位近
では,性フェロモンの和柑うで･性はおろか,刑の迫った
2位の昆虫が同一のフェロモンをもっているのではな

いかという生物試験の純米も和Lbされている26).一方,

野外試験の多くは,柾特用性を示すものが多く.地皿

的に他種と隔離されていること,交尾活動肌 n引相が
異なっていることなどから,生Wi過程が柾によって関

節されていると考えられる.さらに求愛物TIによる刺

政のZ甥 .交矧 こおける形芯的Z三LTQTにiLFJ!rrJ,弧にrrJ

7aTi訪…が加って相打TJ討f印がiLれないような仕組みができ
ているのであろう.従って,性フェロモンの刺激が,

和T!j只性を持っていないとしても,災原yJ'除の上では,
和杓)nWl三の才てい化介物の怖仙ま充分みとめられる.
総介防除はにわける天敵の利用は正妻である.現在

では,例えばEtlE山と天敵の成比和の追いを利用して殺

虫剤を伏う工夫がされている.性フェロモンの利用が,

この殺虫剤にとって代るときがくれば,天敵の利用が

一段と効力を増し,したがって,総合防除法の効果を

発揮するであろう.
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7.お わ り に

墾者は,1969年から2年間. カリフォルニア大学

(リバーサイド)昆虫学科で研究する機会があった.そ

こで行なわれている実験,研究の方向を中心に性フェ

ロモンの利用についてまとめてみた.

本flFriでは.矧 こ述べなかったが,化合物の梢迫と性

フェロモン活性の問題がある.これは,Bombykolと

そのLTd･牲体のカイコに対する活性ですでに知られてい

る所である.ある性フェロモンを防除に利用する場合,

その性フェロモンそのもののみに活性があるのか,め

る特走のJJ;本梢造をもった寮緑体でも充分活性がある

のかということは,実用化のための経済的合成の面か

ら韮要なことである27).あるいはまた,どのくらいの

純度のフェロモンが佼えるのか,爽雑物で活性に誰響

するものはないかなどの点も検討しておかなければな

らない.

以上,不充分ではあるが,できるだけ多く火用化の

I.'めの韮礎的問血,実際問超について検討を加えてみ

た.出三相こよる公tLtが大きな社会関越となっている今

日,一口でもLilく性フェロモンによる英日のない防除

比の抑止を願っている.
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